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日常生活でよく使う言葉別に見た、塾代助成カードを持っているが利用していない理由 

（保護者票 問 2 × 保護者票 問 19) 

 

＜大阪市 24区＞ 

 

＜大阪市旭区＞ 

 

 

図 279．日常生活でよく使う言葉別に見た、塾代助成カードを持っているが利用していない理由 

 

日本語を母語としない回答者はおらず、日常生活でよく使う言葉別に塾代助成カードを持っている

が利用していない理由について述べることはできない。日本語を母語とする場合、塾代助成カードを

持っているが利用していない理由として、「子どもが行きたがらない」が 37.7％と最も多くなってい

る。 
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日常生活でよく使う言葉別に見た、塾代助成カードを持っていない理由 

（保護者票 問 2 × 保護者票 問 20) 

 

＜大阪市 24区＞ 
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＜大阪市旭区＞ 

 

 

図 280．日常生活でよく使う言葉別に見た、塾代助成カードを持っていない理由 

 

日本語を母語としない回答者は 1 人しかおらず、日常生活でよく使う言葉別に塾代助成カードを持

っていない理由について述べることはできない。日本語を母語とする場合、塾代助成カードを持って

いない理由として、「所得制限で利用できない」が 55.6％と最も多くなっている。 
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日常生活でよく使う言葉別に見た、子どもの通学状況 

（保護者票 問 2 × 保護者票 問 21) 

 

＜大阪市 24区＞ 

 

＜大阪市旭区＞ 

 

 

図 281．日常生活でよく使う言葉別に見た、子どもの通学状況 

 

日本語を母語としない回答者は 6 人しかおらず、日常生活でよく使う言葉別に子どもの通学状況に

ついて述べることはできない。日本語を母語とする場合、学校に「ほぼ毎日通っている」と回答した

割合は 90.2％であった。 
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日常生活でよく使う言葉別に見た、支えてくれる人得点 

（保護者票 問 2 × 保護者票 問 23①～⑦) 

※「支えてくれる人得点」については図 198上の説明参照。 

 

＜大阪市 24区＞ 

 

＜大阪市旭区＞ 

 

 

図 282．日常生活でよく使う言葉別に見た、支えてくれる人得点 

 

日本語を母語としない回答者は 4 人しかおらず、日常生活でよく使う言葉別に支えてくれる人得点

について述べることはできない。日本語を母語とする場合では 6 点であった。 
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日常生活でよく使う言葉別に見た、地域社会における相談相手の有無 

（保護者票 問 2 × 保護者票 問 24) 

※「あなたが本当に困ったときや悩みがあるとき、相談相手や相談先はどこですか」という問に対し、

「学校の先生やスクールカウンセラー」「子育て講座（小・中学生を持つ保護者を対象）等を担当するリ

ーダーや職員等」「公的機関や役所の相談員」「学童保育の指導員」「地域の民生委員・児童委員」「民間

の支援団体」「民間のカウンセラー・電話相談」「医療機関の医師や看護師」のうち少なくとも１つを選

択した人を、「地域社会に相談相手がいる」とした。 

 

＜大阪市 24区＞ 

 

＜大阪市旭区＞ 

 

 

図 283．日常生活でよく使う言葉別に見た、地域社会における相談相手の有無 

 

日本語を母語としない回答者は 6 人しかおらず、日常生活でよく使う言葉別に地域社会における相

談相手の有無について述べることはできない。日本語を母語とする場合は、「地域社会に相談相手がい

ない」と回答した割合が 85.4％であった。 
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＜家庭生活・学習に関する考察＞ 

 

困窮度が高まるにつれ、おうちの大人の人と一緒に朝食を取る頻度が下がり、困窮度Ⅰ群では、「まっ

たくない」「ほとんどない」合わせると 32.3%（大阪市全体：35.3％）が朝食を一緒にとっていない。同

様に、おうちの大人に宿題をみてもらう頻度、大人と文化活動をする頻度は下がり、前者の見てもらわ

ない子どもが 35.4%（大阪市全体 35.9％）、後者はまったくない子どもが 40.0%（大阪市全体 40.0％）、

ほとんどないと合わせると 81.5％（大阪市全体：78.1%）を占め、中央値以上と 9 ポイントほどの差が

ある（大阪市全体：7ポイントほど）。 

勉強時間を見ると、困窮度が高まるにつれ、30分以内と少なくなり、読書時間も同様の傾向で、困窮

度Ⅰ群では全くしない人は 33.1%（大阪市全体：37.6％）を占める。これらの結果として学習理解度は、

困窮度Ⅰ群では、ほとんどわからない・あまりわからない人が 20.8%（大阪市全体：23.4％）になる。 

同じ時刻に起床しない、朝食を毎日とらないなど生活習慣が確立していない子どものほうが勉強や読

書を「まったくしない」傾向がある。これらの生活習慣は、困窮度が高くなると確立していない傾向が

みられた。 

子どもの将来に関して、困窮度Ⅰ群では、23.3%（大阪市全体：17.9％）の保護者があまり期待してい

ない。子ども自身の進学希望と保護者の希望では、困窮度が高まるにつれ、「中学校」「高校」と回答し

た子どもが増え、困窮度Ⅰ群では、その値は子どもが 33.8%（大阪市全体：25.4％）、保護者が 37.6％

（大阪市全体：33.5％）といずれも大阪市全体と比べても高くなる。しかし、進学予測が希望通りにな

ると思わない群は大阪市全体と同様決して多いわけではない。そのなかで、子ども自身が希望は高校卒

業までではないが、保護者は高校卒業までと思っているずれがある。 

困窮度別に学校への遅刻を見ると、困窮度が高まるにつれ、週に１回以上遅刻をする子どもの割合が

増え、困窮度Ⅰ群では、14.7%（大阪市全体：18.4％）である。困窮度別に子どもの通学状況を見ると、

困窮度Ⅰ群では「ほぼ毎日通っている」が 91.0%（大阪市全体：88.1％）、週１回以上遅刻する子どもは、

遅刻をしない子どもと比べて、おうちの大人と朝食をほとんど毎日とっているのが 38.9％に過ぎず（大

阪市全体：39.7%）、夕食で 73.7%と低くなり（大阪市全体：75.2%）、学校でのできごとについて話すこ

と、社会のできごとを話すこと、などが低くなっている。 

週１回以上遅刻する子どもは進学希望が「中学校」「高校」の割合が高く 26.3%（大阪市全体：22.3％）、

遅刻はしない子どもは、「大学・短期大学」が 36.4%（大阪市全体：39.8％）である。 
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３－５．対人関係 

困窮度別に見た、放課後に過ごす場所（子ども票 問 13) 

 

＜大阪市 24区＞ 
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＜大阪市旭区＞ 

 

 

図 284．困窮度別に見た、放課後に過ごす場所 

 

困窮度別に子どもが放課後に過ごす場所を見ると、中央値以上群と困窮度Ⅰ群間で差が大きい項目

に着目しながら、困窮度Ⅰ群の数値を挙げると、「ゲームセンター」2.3％（中央値以上群に対して、

4.6 倍）、「学童保育」6.9％（2.2 倍）、「スーパーやショッピングモール」5.4％（1.6 倍）、となり、困窮

度Ⅰ群において高い項目が複数みられた。また、中央値以上群では「塾」26.6％（困窮度Ⅰ群に対し

て、1.4 倍）、「習いごと」35.3％（1.3 倍）、「おばあちゃん・おじいちゃんの家」11.1％（1.3 倍）が高

かった。 
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困窮度別に見た、放課後一緒に過ごす人（子ども票 問 12) 

 

＜大阪市 24区＞ 
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＜大阪市旭区＞ 

 

 

図 285．困窮度別に見た、放課後一緒に過ごす人 

 

困窮度別に子どもが放課後一緒に過ごす人を見ると、中央値以上群と困窮度Ⅰ群間で差が大きい項

目に着目しながら、困窮度Ⅰ群の数値を挙げると、「その他の人」3.8％（中央値以上群に対して、1.5

倍）が高く、中央値以上群では「クラブ活動の仲間」44.5％（困窮度Ⅰ群に対して、1.4 倍）、「おうち

の人以外の大人（近所の大人、塾や習いごとの先生など）」22.9％（1.3 倍）が高かった。  
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困窮度別に見た、子どもと過ごす時間が長い人（保護者票 問 11) 

 

＜大阪市 24区＞ 

 

  




